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だれもがだいすきな 水守の郷づくりへ挑戦だれもがだいすきな
第５次長期

　

平
成
21
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
８
日
か
ら
10
日
ま
で
の
３
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
満
了
に
伴
う
第
５
次
長
期
総
合
計
画
の
制
定
１
件
、
補

正
予
算
５
件
、
条
例
３
件
で
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
の
指
定
２

件
は
、
取
り
下
げ
の
た
め
審
議
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
５
件
は
、
い
ず
れ
も
可
決
し
ま
し

た
。

　

一
般
質
問
は
、
６
人
の
議
員
が
９
項
目
に
つ
い
て
町
長
の
考
え
を

た
だ
し
ま
し
た
。

暴
力
団
の
利
益
と
な

る
公
の
施
設
の
使
用

等
の
制
限
に
関
す
る

条
例
の
制
定

小
作
料
審
議
会
条
例

の
廃
止

●
提
案
理
由

　

暴
力
団
の
利
益
と
な
る
公
の

施
設
の
使
用
等
を
制
限
す
る
こ

と
に
よ
り
、
町
民
生
活
の
安
全

と
平
穏
の
確
保
を
図
る
た
め

全
員
賛
成
で
可
決

　

追
加
額
は
な
く
、
総
額
に
変

更
な
し
。

◇
主
な
内
容（
△
は
マ
イ
ナ
ス
）

歳
入
（
財
源
）

町
民
税
等
の
増
額

３
６
０
万
円

次
世
代
育
成
支
援
対
策
補
助
金

２
０
０
万
円

歳
出
（
使
い
み
ち
）

人
件
費
の
減
額

△
４
３
５
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費

２
１
６
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計
へ
繰
出

２
５
３
万
円

簡
易
水
道
特
別
会
計
へ
繰
出

４
１
０
万
円

●
提
案
理
由

　

農
地
法
の
改
正
に
よ
り
廃
止

す
る
た
め

□
質
疑　

佐
藤
一
男
議
員

　

農
業
作
業
標
準
賃
金
額
表
及

び
標
準
小
作
料
は
廃
止
に
な
る

の
か
。
ま
た
、
小
作
料
審
議
会

の
役
割
を
も
っ
た
形
が
で
き
な

い
も
の
か
。

■
答
弁　

農
業
委
員
会
事
務
局

長
　

改
定
に
つ
い
て
は
、
標
準
小

作
料
の
み
で
あ
る
。
農
業
委
員

会
で
は
、
賃
借
条
項
に
極
力
関

与
し
、
指
導
、
助
言
を
す
る
。

□
佐
藤
一
男
議
員

　

廃
止
に
よ
っ
て
、
地
元
農
家

の
連
帯
関
係
が
崩
れ
る
。
企
業

が
市
場
に
参
入
し
や
す
く
す
る

た
め
で
あ
り
、
農
業
の
振
興
の

た
め
で
は
な
い
。

□
武
藏
重
幸
議
員

　

小
作
面
積
が
増
え
て
い
る
今
、

地
主
は
、
高
齢
者
と
な
っ
て
い

る
。
１
対
１
の
話
し
合
い
で
は
、

ど
ん
ど
ん
小
作
単
価
が
下
が
る

と
思
う
。
収
入
を
下
げ
な
い
た

め
に
も
小
作
料
審
議
会
が
条
例

で
あ
る
こ
と
を
望
む
。

反
対

賛
成

□
管
原
研
治
議
員

　

農
業
収
益
向
上
の
た
め
に
も
、

自
由
に
有
効
に
農
地
が
使
え
る

よ
う
な
形
が
望
ま
し
い
。

□
八
巻
章
一
議
員

　

農
業
委
員
会
が
必
要
と
あ
れ

ば
、
話
し
合
い
を
し
て
決
め
て

い
く
と
い
う
姿
勢
を
見
せ
て
お

り
、
極
力
関
与
す
る
の
で
あ
れ

ば
賛
成
す
る
。

賛
成
５　

反
対
４
で
可
決

一
般
会
計
補
正
予
算

□
質
疑　

管
原
研
治
議
員

　

南
蔵
王
大
橋
耐
震
補
強
工
事

の
不
用
理
由
は
。

■
答
弁　

建
設
課
長

　

工
事
入
札
の
差
額
か
ら
、
工
事

変
更
契
約
分
を
減
額
し
た
も
の
。

□
質
疑　

佐
藤
一
男
議
員

　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
補
助

金
の
内
容
は
。
ま
た
、
社
会
教
育

部
門
の
時
間
外
手
当
の
根
拠
は
。

■
答
弁　

保
健
福
祉
課
長

　

補
助
金
は
、
湯
原
保
育
所
の

運
営
費
に
充
て
て
い
る
。
湯
原

保
育
所
は
、
１
１
５
３
万
円
の

運
営
費
を
要
し
て
い
る
。

■
答
弁　

教
育
次
長

　

公
民
館
事
業
の
各
種
講
座
の

準
備
で
要
し
た
も
の
や
１
月
か

ら
の
時
間
外
を
含
め
計
上
し
た
。

□
質
疑　

梅
津
政
志
議
員

　

安
否
確
認
を
す
る
た
め
の
緊
急

通
報
シ
ス
テ
ム
の
不
足
理
由
は
。

■
答
弁　

保
健
福
祉
課
長

　

新
し
く
１
台
設
置
し
た
た

め
。
現
在
、
19
台
を
一
人
暮
ら

し
世
帯
へ
設
置
し
て
い
る
。

全
員
賛
成
で
可
決

特
別
会
計
補
正
予
算

◇
各
会
計
別
補
正
額

国
民
健
康
保
険
（
事
業
勘
定
）

２
０
５
０
万
円
を
追
加

（
総
額
２
億
３
１
０
０
万
円
に
）

国
民
健
康
保
険
（
直
診
勘
定
）

　

追
加
額
は
な
く
、
総
額
に
変

更
な
し
。

簡
易
水
道

　

４
１
０
万
円
を
追
加

（
総
額
９
４
０
１
万
円
に
）

公
共
下
水
道　

40
万
円
を
減
額

（
総
額
１
億
５
７
７
０
万
円
に
）

介
護
保
険

　

１
７
２
５
万
円
を
追
加

（
総
額
１
億
９
３
２
８
万
円
に
）

い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決

第
５
次
長
期
総
合

計
画
の
制
定

●
提
案
理
由

　

平
成
31
年
度
を
目
標
と
す
る

計
画
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の

◇
主
な
内
容

（
１
）
基
本
構
想

１　

計
画
期
間

　

平
成
31
年
度
ま
で
の
10
年
間

２　

序
論

　

新
し
い
時
代
を
し
っ
か
り
見

定
め
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

地
域
固
有
の
資
源
や
可
能
性
に

着
目
し
た
夢
と
感
動
の
あ
る
発

見
・
創
造
力
の
あ
る
町
民
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
町
民

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
学
び
、
考

え
て
、
だ
れ
も
が
だ
い
す
き
な

水
守
の
郷
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま

す
。

３　

三
つ
の
柱

「
く
ら
す
」

　

自
分
ら
し
い
生
き
方
の
多
様

化
に
対
応
す
る
柔
軟
な
ま
ち
づ

く
り

「
ま
も
る
」

　

誰
も
が
健
康
、
笑
顔
の
ま
ち

づ
く
り

「
ま
な
ぶ
」

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
学
び
何

か
を
教
え
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り

（
２
）
基
本
計
画

「
く
ら
す
」

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に

愛
着
と
誇
り
を
持
て
る
地
域
づ

く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　

ダ
ム
を
抱
え
る
町
と
し
て
町

内
全
域
で
豊
か
な
自
然
環
境
を

守
り
ま
す
。

「
ま
も
る
」

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
、
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
め
る
環
境
を

整
備
し
ま
す
。

　

「
あ
っ
た
か
い
医
療
」
を
目

指
し
、
診
療
所
の
医
療
設
備
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

「
ま
な
ぶ
」

　

生
き
る
力
と
感
性
を
育
む
特

色
あ
る
教
育
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

社
会
教
育
の
ワ
ク
ワ
ク
す
る

企
画
と
確
実
な
効
果
へ
取
り
組

み
ま
す
。

□
質
疑　

管
原
研
治
議
員

　

「
だ
れ
も
が
だ
い
す
き
な
水

守
の
郷
し
ち
か
し
ゅ
く
」
の
表

題
は
、
長
期
的
に
掲
げ
て
い
く

の
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
。

■
答
弁　

町
長

　

こ
の
町
を
だ
れ
も
が
、
好
き

に
な
る
よ
う
に
、
き
ら
い
な
部

分
を
排
除
し
、
好
き
に
な
れ
る

か
と
い
う
、
一
つ
一
つ
組
み
立

て
て
い
く
。

水守の郷づくりへ挑戦

討　

論

討　

論

総合計画

議
会
の
議
員
そ
の
他

非
常
勤
職
員
の
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す

る
条
例
の
改
正

●
提
案
理
由

　

雇
用
保
険
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
よ
る
地
方

公
務
員
災
害
補
償
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

□
質
疑　

武
藏
重
幸
議
員

　

高
校
の
位
置
づ
け
は
。

■
答
弁　

教
育
長

　

主
と
し
て
義
務
教
育
で
あ
る

小
中
学
校
を
基
本
と
し
て
い

る
。
も
う
一
つ
は
、
社
会
教
育

を
行
っ
て
い
く
。

□
質
疑　

村
上
満
議
員

　

10
年
後
の
人
口
が
１
５
０
０

人
に
減
少
し
た
町
政
の
考
え

は
。

■
答
弁　

町
長

　

毎
年
検
証
し
、
問
題
の
部
分

を
議
論
し
な
が
ら
職
員
の
定

数
、
行
財
政
の
見
直
し
を
行
う
。

全
員
賛
成
で
可
決

　

こ
の
ほ
か
に
町
営
ス
キ
ー
場

の
指
定
管
理
者
の
指
定
及
び
森

林
体
験
交
流
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
取
り

下
げ
の
た
め
審
議
を
行
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

12月定例議会

●
提
案
理
由

　

す
べ
て
の
人
が
多
重
債
務
に

陥
ら
な
い
よ
う
に
、
現
存
す
る

多
重
債
務
者
が
早
期
に
救
済
さ

れ
る
よ
う
に
法
の
早
期
施
行
等

を
要
望
す
る
も
の

父
子
家
庭
と
母
子
家
庭

が
と
も
に
「
ひ
と
り
親

家
庭
」
と
し
て
平
等
に

支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
対
策
を
求
め
る
意
見

書●
提
案
理
由

　

父
子
家
庭
に
つ
い
て
も
母
子

家
庭
と
と
も
に
平
等
に
支
援
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
早
急
に
対
策

を
要
望
す
る
も
の

電
源
立
地
地
域
対
策
交

付
金
制
度
の
交
付
期
間

延
長
等
を
求
め
る
意
見

書

●
提
案
理
由

　

水
力
な
ど
の
発
電
交
付
金
を

恒
久
的
な
制
度
と
す
る
ほ
か
、

最
低
補
償
額
の
引
き
上
げ
な
ど

交
付
条
件
の
改
善
や
手
続
き
の

簡
素
化
を
要
望
す
る
も
の

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き

上
げ
と
全
国
一
律
最
低

賃
金
制
度
の
確
立
を
求

め
る
意
見
書

●
提
案
理
由

　

暮
ら
せ
る
最
低
賃
金
の
確
立

と
中
小
企
業
の
対
策
の
強
化
、

地
域
格
差
を
な
く
す
た
め
の
賃

金
制
度
の
確
立
を
要
望
す
る
も

の協
同
労
働
の
協
同
組
合

法
（
仮
称
）
の
早
期
制

定
を
求
め
る
意
見
書

●
提
案
理
由

　

協
同
労
働
が
新
た
な
労
働
の

在
り
方
や
就
労
の
創
出
、
地
域

の
再
生
に
資
す
る
も
の
で
あ

り
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る

有
効
な
制
度
で
あ
る
た
め
、
法

律
の
制
定
を
要
望
す
る
も
の

い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
採
択

意
見
書
の
採
択

改
正
貸
金
業
法
の
早
期

完
全
施
行
等
を
求
め
る

意
見
書


